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つ ぼ う ち・た か し  ☆  1 9 5 6 年 2 月 、愛 媛 県 今 治 市 共 栄 町 生 ま れ 。今 治 市

立 常 盤 小 学 校 、今 治 市 立 日 吉 中 学 校 、愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 を へ て 、1 9 7 4

年 4 月 に 立 教 大 学 法 学 部 に 入 学 。 大 学 を 卒 業 後 、 1 9 7 8 年 4 月 に （ 株 ） 百

十 四 銀 行 に 入 社 。百 十 四 銀 行 で は 株 式 や 債 権 な ど を と り 扱 う 証 券 部 門 で キ ャ

リ ア を 積 み 、1 9 9 0 年 に 同 行 を 退 職 し て 帰 今 。そ し て 、家 業 を 継 ぐ た め に 壷

内 タ オ ル （ 株 ） に 入 社 。 2 0 0 2 年 3 月 に 3 代 目 と し て 代 表 取 締 役 に 就 任 。

1 9 9 3 年 か ら オ ー ガ ニ ッ ク コ ッ ト ン の 供 給 を ス タ ー ト さ せ 、2 0 0 1 年 に は オ

ー ガ ニ ッ ク コ ッ ト ン 1 0 0 %の 自 社 ブ ラ ン ド を 立 ち 上 げ た 。 農 薬 を 大 量 に 使

っ て 栽 培 さ れ る 綿 花 が 広 く 流 通 す る な か で 、環 境 に や さ し い タ オ ル づ く り を

目 指 し て 奮 闘 し て い る 。  

1 9 2 3 年 創 業 の 壷 内 タ オ ル （ 株 ） の

3 代 目 が 今 回 の 「 タ オ ル び と 」 で あ

る 。「 こ こ に し か な い タ オ ル を 」を ス

ロ ー ガ ン に 掲 げ る 壷 内 タ オ ル は 、 糸

商 と し て 産 地 内 の 原 糸 調 達 が 本 業 で

あ る が 、 2 0 0 1 年 か ら オ ー ガ ニ ッ ク

コ ッ ト ン に 徹 底 し て こ だ わ っ た 自 社

ブ ラ ン ド「 P l an t i a」を 立 ち 上 げ 、タ

オ ル 製 造 に も 関 わ っ て い る 。 き っ か

け は 、 あ る 人 物 と の 出 会 い と パ キ ス

タ ン に 原 糸 の 買 い 付 け に 出 か け た と

き に 見 た 、あ る 光 景 に あ る 。「 つ く る

人 も 使 う 人 も み ん な や さ し く な れ

る 。」そ ん な タ オ ル づ く り が 壷 内 氏 の

目 標 で あ り 、 環 境 問 題 に 対 し て 「 タ

オ ル 」 か ら で き る こ と を 実 行 し 、 挑

戦 し つ づ け て い る 。  

壷内  卓氏  
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1．  幼 少 青 年 時 代  

 

やんちゃな少年時代  

 

 壷 内 卓 氏 は 、 19 5 6 年 2 月 1 1 日 、 今 治 市 共 栄 町 に 父 ・ 正 明 氏 と

母 ・ ス テ 氏 と の 間 に 末 っ 子 長 男 と し て 生 ま れ た 。 上 に は 姉 2 人 、 7

歳 上 の 長 女 ・洋 子 氏 と 4 歳 上 の 次 女・ 満 由 美
ま ゆ み

氏 が い る 。父 親 の 正 明

氏 は 、壷 内 タ オ ル（ 株 ）の ２ 代 目 と し て タ オ ル 製 造 業 に 従 事 し 、197 7

年 か ら タ オ ル 原 糸 を 供 給 す る 糸 商 と し て 産 地 内 分 業 を 担 っ た 。 ス テ

氏 は 、 今 治 市 大 島 の 出 身 で 、 家 業 の 農 家 を 手 伝 っ て い た 。  

 壷 内 氏 は 、 1 9 6 2 年 4 月 に 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 に 入 学 し た 。幼 少

時 代 の 壷 内 氏 は 、 明 る く や ん ち ゃ な 性 格 だ っ た 。 当 時 の 少 年 た ち に

人 気 だ っ た プ ラ モ デ ル に 凝 っ た 時 期 も あ る が 、 警 察 署 が 主 催 す る 近

く の 剣 道 教 室 で 剣 道 を は じ め 、少 年 剣 士 と し て 練 習 に 励 ん だ 。1 9 6 8

年 4 月 、今 治 市 立 日 吉 中 学 校 に 入 学 し 、し ば ら く は 剣 道 を つ づ け た

が 、 夏 は 汗 だ く で 不 衛 生 な 環 境 で 練 習 し 、 冬 は 寒 い な か 裸 足 で 練 習

し 、 多 感 な 壷 内 少 年 に と っ て 剣 道 は だ ん だ ん と 魅 力 的 で も の で は な

く な っ た 。加 え て 、「段 取 得 者 に な る と 木 刀 で 構 え 、型 が 始 ま る ん で

す よ 。 そ れ は 僕 に は で き ん や ろ う 」 と お も っ て 、 １ 級 を 取 得 し た 時

点 で 剣 道 に 一 区 切 り を つ け た 。  

中 学 を 卒 業 後 、 1 9 71 年 ４ 月 に 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 に 入 学 し

た 壷 内 氏 は 、 友 だ ち に 誘 わ れ て 水 泳 部 に 所 属 し た 。 半 年 ほ ど 練 習 に

打 ち 込 ん だ が 、 途 中 か ら マ ネ ー ジ ャ ー に 転 向 し て メ ン バ ー を 支 え る

黒 子 の 役 割 を 担 う よ う に な っ た 。 自 由 な 校 風 の な か で 、 高 校 時 代 は

勉 学 も 部 活 も 自 分 の ペ ー ス で ゆ っ く り と 過 ご せ た 。 い よ い よ 進 学 を

考 え る ３ 年 生 を 迎 え 、 最 初 は 京 都 に あ る 同 志 社 大 学 を 第 一 志 望 と し

て い た 。 と こ ろ が あ る 日 、 友 だ ち が 「 俺 、 こ こ 受 け る ん や 」 と 言 っ

て 、東 京 に あ る 立 教 大 学   の パ ン フ レ ッ ト を 見 せ て く れ た 。「す っ

ご い き れ い な 大 学 や な 」 と 一 目 惚 れ し 、 結 局 立 教 大 学 へ の 進 学 を 決

め た 。  

LOOKS
ノート注釈
東京都豊島区に本部キャンパスがある私立大学。1874年にアメリカの聖公会宣教師ウィリアムズが東京の築地に私塾「立教学校」を設立したのが嚆矢。1907年の専門学校令によって「立教大学」となった。
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1 9 7 4 年 3 月 に 今 治 西 高

校 を 卒 業 し 、同 年 4 月 に 立

教 大 学 法 学 部 に 入 学 し た 。

法 学 部 を 選 ん だ 理 由 は 、 人

文 ・ 社 会 系 科 学 の な か で 文

学 や 経 済 に は 興 味 が な か っ

た の で 、 消 去 法 で 法 学 部 を

選 ん だ 。 東 京 で の ４ 年 間 の

大 学 生 活 は そ れ な り に 刺 激

的 な も の だ っ た が 、 ４ 年 間

に 3 回 の 引 っ 越 し を し た こ

と が 思 い 出 に あ る 。  

上 京 し て 最 初 は 、 夢 だ っ た 電 車 通 い を す る た め 大 学 か ら 少 し 離 れ

た 杉 並 区 に 半 年 ほ ど 住 ん だ 。 物 件 は 父 親 が 見 つ け 、 大 家 と お な じ 屋

根 の 下 の 一 軒 家 だ っ た 。充 て ら れ た 部 屋 は 6 畳 一 間 で 、田 舎 暮 ら し

に 慣 れ て い た 壷 内 氏 に と っ て 「 こ ん な 狭 い と こ ろ に 居 れ ん わ 」 と い

う の が 正 直 な 感 想 だ っ た 。  

1 回 目 の 引 越 し は 、 高 校 時 代 の 友 だ ち が 近 く に 住 ん で い る と い う

理 由 で 、 練 馬 区 江 古 田 に １ 年 ほ ど 居 住 し た 。 こ こ も 大 家 と 同 居 の 一

軒 家 だ っ た 。 し か し 、 住 ん で み て 何 か し っ く り い か な い 。 江 古 田 か

ら 立 教 大 学 の あ る 池 袋 ま で 電 車 で

５ 分 く ら い で あ り 、 壷 内 氏 の な か

で は 最 優 先 事 項 で あ っ た 電 車 通 い

の 醍 醐 味 を 味 わ う こ と な く 、 目 的

地 に 到 着 し て し ま う 。 大 学 か ら あ

ま り に も 近 過 ぎ た 。  

そ こ で 2 回 目 は 、 い よ い よ 一 人

暮 ら し を 目 論 み 、 練 馬 区 中 村 橋 で

１ 年 間 を 過 ご し た 。当 時 、中 村 橋 の

周 辺 は 練 馬 大 根   を つ く っ て い

 

立 教 大 学 池 袋 キ ャ ン パ ス 本 館  

（ 1 号 館 ／ モ リ ス 館 ）  

 

練 馬 大 根  

（ 写 真 提 供 ： ね り ま 観 光 セ ン タ ー ）  

LOOKS
ノート注釈
東京都練馬区周辺で栽培される大根。江戸時代から栽培されはじめ、一大消費地である江戸の食料供給地としてさかんに栽培されたが、現在は都市化による農地の減少で生産が減少している（独立行政法人農畜産業振興機構HP参照）。
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る 畑 が 一 面 に 広 が っ て い た 。真 言 宗 豊 山 派 の 南 蔵 院 近 く に あ っ た「 長

寿 庵 」 と い う 蕎 麦 屋 の 2 階 を 間 借 り し て 一 人 で 住 む 予 定 だ っ た が 、

蕎 麦 屋 の 従 業 員 と 一 部 屋 ず つ 分 け て 住 む こ と に な り 、 完 全 な る 一 人

暮 ら し と は な ら な か っ た 。  

そ し て 3 度 目 の 正 直 で 、 憧 れ の 世 田 谷 区 八 幡 山 に た ど り 着 い た 。

八 幡 山 か ら 池 袋 ま で は 、 京 王 線 と 山 手 線 を 乗 り 継 い で 電 車 で お よ そ

4 0 分 か か る 。車 窓 か ら 東 京 の 風 景 を 眺 め な が ら 、十 分 に 電 車 通 学 を

満 喫 で き た 。「 こ こ は も う 最 高 で し た ね 。一 人 暮 ら し 用 の ア パ ー ト で

居 間 と 台 所 の 二 間 。 風 呂 は な か っ た で す が 、 近 く に 銭 湯 が た く さ ん

あ り ま し た 。」197 0 年 代 の ア パ ー ト は 風 呂 な し が 主 流 だ っ た た め 銭

湯 通 い は 日 常 で あ り 、 1 9 7 3 年 に 発 売 さ れ た 「 神 田 川   」 の 歌 詞

に あ る よ う に 、 学 生 に と っ て 銭 湯 は 青 春 を あ ら わ す 枕 詞 で あ っ た 。  

引 越 し つ づ き で 慌 た だ し い 4 年 間 で あ っ た が 、大 学 生 活 で 3 回 も

東 京 都 心 内 で 居 場 所 を 転 々 と し た こ と は 稀 有 な 経 験 で あ り 、 東 京 暮

ら し を 納 得 の い く ま で 味 わ う こ と が で き た 。  

 

銀行マンとしてキャリアを積む  

 

大 学 ４ 年 生 に な り 、 父 親 の 正 明 氏 か ら は 「 お 前 は 今 治 に 帰 っ て こ

な く て い い 」と 言 わ れ 、壷 内 氏 は 就 職 活 動 を は じ め た 。「 父 親 は わ り

と 先 進 的 な 人 間 で ハ イ カ ラ で し た ね 。 古 い し き た り と か あ ま り う る

さ く 言 わ ず 、 事 業 を 継 ぐ よ う に 言 わ れ た こ と は 一 度 も な い で す ね 」

と 壷 内 氏 。  

時 代 は 1 9 7 0 年 代 の 安 定 成 長 期 と は 言 え 、第 二 次 石 油 シ ョ ッ ク の

前 兆 で 就 職 戦 線 は 買 い 手 市 場 だ っ た た め 、 他 の 学 生 と 同 様 に 壷 内 氏

も 内 定 を 得 る ま で 苦 労 し た 。 し か し 、 当 初 は 「 ロ マ ン が な い 」 と 活

動 対 象 に 挙 げ て い な か っ た 金 融 業 界 か ら 内 定 を 得 て 、1 9 7 8 年 4 月

に （ 株 ） 百 十 四 銀 行 に 入 社 し た 。 18 78 年 に 設 立 さ れ た 同 行 は 、 日

本 の 近 代 化 を 象 徴 す る 歴 史 あ る 銀 行 の ひ と つ で あ る 。  

LOOKS
ノート注釈
作詞・喜多條忠、作曲・南こうせつの名曲。「二人で行った横丁の風呂屋」という歌詞が出てくる。
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2 0 2 4 年 度 に 新 一 万 円 札 の 顔 に な る 渋 沢 栄 一   は 、 日 本 の 経 済

発 展 に は 近 代 的 銀 行 業 の 誕 生 が 急 務 で あ る と し て そ の 準 備 に あ た り 、

1 8 7 2 年 に 「 国 立 銀 行 条 例 」 が 制

定 さ れ た 。そ の 後 1 8 7 6 年 の 第 一

回 目 の 改 正 を へ て 、 新 た な 国 立 銀

行 条 例 の も と で 百 十 四 銀 行 の 前

身 と な る 第 百 十 四 国 立 銀 行 が 設

立 さ れ た 。「 国 立 」と あ る が 歴 と し

た 株 式 会 社 の 形 態 を と り 、 全 国 の

有 志 に よ っ て 最 終 的 に は 1 5 3 の

「 国 立 銀 行 」 が 各 地 に 設 立 さ れ

た 。 国 へ の 届 出 、 認 可 順 に 会 社 の

名 称 に 番 号 が 付 与 さ れ 、 最 初 に 認

可 さ れ た 第 一 国 立 銀 行 （ 現 ・ み ず

ほ 銀 行 ） か ら 第 二 国 立 銀 行 、 第 三

国 立 銀 行 と つ づ き 、 第 百 十 四 国 立

銀 行 は 文 字 ど お り 1 1 4  番 目 に 国 に 届 出 、認 可 を 受 け た「 国 立 銀 行 」

で あ っ た 。 近 代 的 銀 行 業 は 日 本 の 工 業 化 を 人 ・ モ ノ ・ カ ネ の 経 営 資

源 の う ち カ ネ の 側 面 か ら 支 え 、 新 し い 産 業 と し て 紆 余 曲 折 を へ な が

ら も 一 大 産 業 に 成 長 し て い く 。 第 百 十 四 国 立 銀 行 も 例 外 で は な く 、

他 銀 行 と の 吸 収 合 併 や 戦 争 に よ る 被 害 な ど を 経 験 し な が ら も 存 続 し 、

1 9 4 8 年 に 現 在 の （ 株 ） 百 十 四 銀 行 と な り 現 在 に 至 っ て い る 。  

壷 内 氏 は 、 入 社 し て す ぐ に 今 治 支 店 に 着 任 し 、 そ の 後 高 松 本 店 、

東 京 支 店 を 経 験 し た 。高 松 に 勤 め て い た 1 9 8 0 年 に 、今 治 西 高 校 の

同 級 生 だ っ た 香 保 利
か ほ り

氏 と 結 婚 し 、 長 女 の 美 都
み さ と

氏 と 長 男 の 良 太 氏 の 二

人 の 子 宝 に 恵 ま れ た 。 百 十 四 銀 行 で の 勤 務 は 1 2 年 間 に お よ び 、 前

半 の 6 年 間 は 営 業 で 外 回 り を 経 験 し 、後 半 の 6 年 間 は 証 券 部 門 に 配

属 さ れ て 株 式 や 債 権 （ と く に 国 債 ） の 取 扱 い に 従 事 し た 。 銀 行 で の

経 験 は 、 経 営 者 に な っ て 大 い に 役 立 っ て い る 。  

 

「 日 本 の 資 本 主 義 の 父 」 と 呼 ば れ る  

渋 沢 栄 一  

（ 深 谷 市 所 蔵 ）  

 

 

LOOKS
ノート注釈
埼玉県深谷市生まれの実業家。1840年に農業と雑貨等を営む裕福な家に生まれ、幼少時代から勉学に励む。それがために尊王攘夷思想に傾倒し、京都に出奔後、一橋慶喜の家来となって武士となる。15代将軍となった徳川慶喜の実弟・昭武に随行し、渋沢が27歳のときにフランスに渡り、フランス人から株式会社制度について学ぶ。帰国後、近代的銀行業をスタートさせ、生涯で500以上もの株式会社の創設に関わる。1931年没。
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 銀 行 員 と し て 順 調

に 仕 事 を こ な し て い

た が 、あ る 日 、正 明 氏

か ら 母 親 が 体 調 を 崩

し た と の 連 絡 が 入 っ

た 。そ の と き 、正 明 氏

か ら 一 言 も「 今 治 に 帰

っ て き て ほ し い 」と も 、

ま し て や 、「 会 社 を 継

い で ほ し い 」と も 言 わ

れ た こ と は な い 。 た だ 、 母 親 が い な け れ ば 何 も で き な い 父 親 を 心 配

し て 、 今 治 に 帰 る こ と を 考 え は じ め た 。 そ こ で 、 香 保 利 氏 に 相 談 し

た と こ ろ 、 す ぐ に 快 諾 し て も ら え た 。 二 人 と も 今 治 市 出 身 で あ り 、

帰 今 に 抵 抗 は な か っ た 。 壷 内 氏 は 香 保 利 氏 の 賛 同 と 協 力 を 得 て 、 今

治 に 帰 っ て 壷 内 タ オ ル を 継 ぐ 決 意 を し た 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 

三 井 淳 生 「 第 百 十 四 国 立 銀 行 盛 業 の 図 」  

（ 百 十 四 銀 行 H P よ り 引 用 ）  


